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対談

（沖倉） それでは、お時間になりましたので、

再開をしたいと思います。

一部のほうでは、私ども都の協議会の報告も含

めまして、三つ話題提供ということでお話をいた

だきました。これからは、対談というふうに書き

ましたが、余り役に立たないホストで、お話をど

こまで引き出せるかわかりませんが、専門官が気

持ちよくお話しいただけるように、私のほうで少

しお尋ねをしたりということで進めていきたいと

いうふうに思っております。

まず、改めまして自己紹介というので私が紹介

するのもちょっと不思議なので、一部で幾つかお

話があったことから、ご感想などを含めて、ご自

身でご紹介をいただけると思います。よろしくお

願いします。

（鈴木） はい、鈴木でございます。どうぞよろ

しくお願いをいたします。

厚生労働省へ来て実はまだ２年目でございます。

それまでは名古屋市の総合リハビリテーションセ

ンターに勤めていましたので、この業界では約３

０年近くたちます。ただ、厚生労働省に勤めて２

年たつのに、東京都庁に入るのは初めてなんです

ね。厚労省と東京都って仲が悪いのではないかと

ちょっと思ったり……とか、あ、ごめんなさい。

失言です。すみません。

先ほどの福田さんのお話や、今村さんのお話を

伺わせていただきました。わたしは一番最初に福

祉の世界に入ったときに、視覚障害の方たちの支

援をするという世界に入ったのですが、その時に

たまたま職場の同僚に中途で視覚障害になられた

方がいらっしゃって、自分も暗中模索でわからな

い中で、一所懸命に支援をしているつもりになっ

ている中で、「鈴木さん、本人さんたち、そんな

こと全然望んでないよ」とか、いろいろとアドバ

イスを頂き、また、いろいろと当事者目線でくぎ

を刺されたことを思い出しながら話を伺っていま

した。非常に懐かしい思いをしながら、あっ、し

まった、こういうことを常に忘れてはいけないな

と。

ただ、猿山の猿だと言われたときはちょっとシ

ョックでした。先日、大分にお邪魔したときに高

崎山の猿山に寄ったのですね。たまたま、つい最

近の事なのですが。そこで、係の人の案内による

と、どんなに年齢が行っていても、一番最後に群

れに入った猿は一番最後まで一番下っ端だって言

われていて、そうか、猿山の中に入った猿だとす

るといつまでたっても下っ端なんだな、できれば、

自分たちは時間をかけて信頼関係を築ければ、同

じ土俵で話ができるようになれるといいなぁと思

ったことと、相談支援の養成等にずっとかかわら

せていただきながら、いい相談支援専門員に出会

うのは、宝くじに当たるようなものだと言われた

ときには、さすがに少し厳しいなと。今年は１０

億になりましたね。皆さんは、買いましたか？買

ってないですかね。１０枚買うと３００円程度の

当たりになって、１０億を夢見ながらなんですけ

れども、その程度の当たりだとちょっと嫌だなと

いうふうに思っていました。

ただ、そういったことを、しっかりと聞かせて

いただけるということ、常にそれを本当は聞ける

人が周りにいるということ、それが自分たちへの

評価であり学びになっていくと思っています。

それからもう一つ、今村さんのお話を伺わせて

いただいて、資料の２５ページぐらいに、これま

での相談支援の当時の流れのところを少し書かせ

ていただいています。平成７年とか平成８年とい

うふうに下の表の中に書いてあるものがございま

す。

平成８年の一番左側の「身体障害者ケアガイド

ライン試行事業」というところからこの世界に入

らせていただいたというか、相談・ケアマネジメ

ントの世界と言ったら変ですかね、入らせていた

だき、平成１０年度の最初の国の研修から、ほと

んどずっと関わらせていただいたという経緯があ

ります。

今村さんのお話の中で、いろいろと７ページに

書いてあった相談支援の研修の体系のことである

とか、それから各都道府県がどういう形で研修体

系を組んでいこうとしてきたか、企画運営をどう

していったか、それから、その中で重要にしてい

ることというのをどういうふうにしてきたかとい

うところを丁寧に整理し、大切なことを話されて

いたので、そこを押さえながら関わっていらっし

ゃることが本当にとてもすばらしいと思いながら

聞かせていただいていました。済みません。

（沖倉） はい、ありがとうございます。今、一

部のお話を聞いた感想を少し加えながら自己紹介

をしていただきました。

専門官はもちろん現場で相談支援のことをおや

りになったりしながら、研修体系をつくる側に回

られ、当事者から鍛えられと。だから、今回のお

話には、俗っぽい言い方をすればもってこいの方

なわけですが、今、一部のほうでいただいたお話

の中で、休憩の時間にちょっと打ち合わせをさせ
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ていただいて、もう少し私たちがこの後お話を聞

いたりしたりという中で、最初のお２人がおっし

ゃっていましたけど、２０分でこんな話題を話せ

るかとおっしゃったので、ぜひもう少し聞いてみ

たいところ、せっかくご用意いただいたんですけ

ど、話しきれなかったところを、ここに再登壇い

ただくわけにはいきませんので、専門官や私のほ

うで聞きたいことをちょっとお伺いをしたいとい

うふうに思っております。

今村さんと福田さん、よろしいですか。そっち

にマイクがありますので、我々のほうでお問いか

けいたします。ここに再登壇してもらって、私た

ちは退散しようかと言ったのですが、そういうわ

けにもいかないみたいなので、ちょっとお伺いし

ようかなというふうに思っております。どうしま

すか。いいですか。そんないきなり言われてもと。

いいですよね。大丈夫ですか。はい。

まず福田さんに、先ほど専門官も猿山の話をし

ていたのですけど、私、去年のこの席で暴言を吐

きまして、それが若干全国区になり、その後ひん

しゅくを買っているのですけど、相談支援専門員

は猿山の新参者だとしたときに、私、遅れてやっ

てきた偉そうな人、昨年もいらっしゃった方は、

本当に暴言を吐きまして、地域でこの仕事をする

に当たって、もともと当事者支援を地道にしてき

た方がおられる中にあって、新しい制度の申し子

として相談支援専門員という人が入ってきたので

すけど、その仕事が何なのかということもなかな

か伝えにくいし、「初めまして」という利用者の

サービス等利用計画をつくらなきゃいけないけど

も、もともとかかわっていたいろんな関係者がい

るという中で、どういう関係性を築くべきかとい

うお話をしたのですけども、猿山だ、新参者だと

いうふうに改めて思ったんです。私が言うと角が

立ちますけど、当事者の方がおっしゃるとね。と

思ったのです。

先ほど専門官から宝くじの話もありましたけど、

今いただいたお話の中で、一つタイムキーパーが

札を出しちゃったからお話しし切れなかったと思

うんですけど、支援者に向けてどんなことを望む

かとか、どうしてほしいかという三つを出されて

いたんですけど、相談支援がそもそも何だかわか

らないということと、あと支援技術についておっ

しゃっていたのですけど、最後の一つがすごく重

要かなと思ってまして、済みません、もしその言

葉じゃなかったら直していたのですけど、相談支

援専門員という人は、相談を受ける人だけど、相

談をできる人でないといけない。ですから多分、

相談を受け付けることが仕事だけど、ご本人自身

も相談をすることができる人でないといけないの

「相談をできる」は、誰に対してどんなふうにと

いうのが、もう少し具体的にお話しいただくと、

皆さんにわかりやすいかなと思ったのですが、い

かがでしょうか。

（福田） 相談を受ける立場の人も相談できる人

になってほしいというのは、誰にというと、例え

ばこういう計画、こういう状況がある、こういう

ふうにしたらどうかというのは本人に相談します

よね。本人に相談しないで裏で動いているのは、

非常に嫌な気持ちになります。自分のことなのに、

自分のわからないところで何かが動いているとい

うのは誰でも嫌だと思います。

また、みんなスーパーマン、スーパーウーマン

ではありませんので、自分はここまでできるとい

う限界を知っていただくと、ほかのわからないと

ころは、「あなたわかります」と相談できると思

います。例えば関係者もいろいろいると思います

が、相談する人は当事者以外の関連ある人にもな

ると思いますが、その当事者本人以外に相談する

ときも、動きがわかると当事者としては安心だと

思います。

会社とかに入社して初めてよく言われるのはホ

ウレンソウ。報告と連絡と相談を当事者にもする

し、ほかの人にもする。一方通行でない関係性と

か、自分のことも抱え込まずに相談できる人にな

ることが、相談を受ける人になれる要素かなと思

います。以上です。

（沖倉） ありがとうございました。今お話をい

ただきましたけども、おっしゃっていた相談を受

ける人だけど相談をできる人であってほしいとか、

そうじゃないといけないというのは、私は非常に

印象に残りまして、先ほどお話ししたときに、そ

れってどういう意味かなと、私たちが解釈するの

ではなくて、もう一回改めてマイクを向けてお話

しいただきたいと思いまして、最初に私ご挨拶の

ところでも申し上げましたし、あと高沢副会長の

ほうからも若干ご説明をさせていただきましたけ

ども、今、都の協議会で、私が冒頭申し上げまし

たのは、抽象度の高い言葉に逃げないで、自分た

ちがやっている仕事を説明しましょうということ

でした。

今、お話しいただいたところでいえば、連携の

仕方を教えていただいたような感じはしますよね。

連携って、必要に応じて人とかかわりながら、自

分１人じゃなく、スーパーマンじゃないからとい

うお話がありましたけども、先ほど自分の限界を
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知るというのも恐らくおっしゃったというふうに

思うのですけども、自分１人で相談を受けるので

はなく、第一として当事者の人に一緒にお話を聞

きながらということがもちろんあるでしょうし、

それと自分が苦手だなとか、不得手だなというと

ころを相手に託しながら一緒に相談に乗っていく

ということが地域で行われることが必要だという

ことをお話しいただいたと思います。

（沖倉） 私どもが都の協議会でしている作業

というのをもっとより具体的にお示しいただいた

のが、恐らく資料でいきますと７ページのところ

に今村さんがお出しいただいている点かと思いま

す。きょう具体的にはなかなかお示しできなかっ

たんですけども、エンパワーメントであるとか、

連携であるとか、信頼関係というのは、つくるこ

とは大事だというのは、みんな繰り返し、耳にた

こができるぐらい言いますし、そのことを多分当

事者の方も求めてくださるのですけど、だとする

と、それは具体的にどうやってやるのか。

ここの７ページにお書きいただいているのは、

こういった誤解はありませんかと。共通言語にな

っているというふうに思っているけど、これもエ

ンパワーメントですかとか、これもストレングス

ですかとか、ネットワークと言うけど、これでい

いのでしょうか、こんなようなことが書かれてい

ます。ここでもまた時間が足りなくなったので流

しますと言って、「言うは易し」のところが余り

ご説明いただけなかったように思うのですけども、

もう少しそのあたり具体例などを挙げてお話しい

ただけるようであれば助かりますが、いかがでし

ょうか。

（今村） 済みません、再び今村ですけれども、

立ったほうがいいですか。大丈夫ですか。済みま

せん、座って。

赤外線の黒いのが皆さんのところに点々とある

と思うのですけど、このマイクはそれに反応しな

いとつながらないというのがありまして、なぜこ

んなことを知っているかというと、この会場をお

借りして研修の企画をしたことがあるということ

でございました。余談です。

「言うは易し」のところの具体的なということ

でしょうか。

（沖倉） 上の三つのところはご説明いただいた

のですけど、私どもの今やっている議論として、

エンパワーメント、信頼関係、そしてネットワー

クというところがあるので、そのあたりで何か。

７ページの下のスライドのところですよね。

（今村） はい、一つは、ストレングスは、実際

の支援場面の中で、どちらかというと、本当は支

援に困難性を感じている人ほどストレングスとい

う視点に立たなければ、支援者として行き詰まる

と私は思っているところなのですが、逆に、こう

いう場面でなかなか出てこない人たちも大変多い

と感じています。いいとこ取りをするな的なこと

を言われますので、本当はウイークネスというか、

弱みを強みに変えていくというようなリフレーミ

ングを通すというような。

私はここに、相談支援専門員の技術というのが

テクニックじゃなくてアートだというふうに書か

せていただきましたが、技量が必要ですし、その

技量を研鑽するために本当に研修を積み重ねると

いう仕組みが必要だということを言いたくて書い

たところがあります。

あとエンパワーメントも、ご本人をエンパワー

メントさせなきゃとか、既にそういった時点で他

律的になっていて、どうもエンパワーメントじゃ

ないという、実は大変内発的なレジリエンスだっ

たりとか、そういうところを体感している支援者

が少ないということを言いたかったというのがあ

ります。

もう一つ、本当によく使われる目標とか、そう

いうような言葉ですら、「馬の人参」と書いたの

は、要は「本人に馬の人参を、ってことね」とい

うふうに言われたときがあって、常に目の前にぶ

ら下がっているイメージだとすると、ご本人が心

から追い求めてしたいという、外側からぶら下が

れるものじゃないというイメージが支援者同士で

違っているということもすごくあるのではないか

という例として出させていただいたというのがあ

ります。

（沖倉） ごめんなさい。私の言い方が悪かった

のだけど、特に下のところの「ネットワーク・連

携って言うけれど」のあたりが一つもらえるとう

れしかったのですけど、もう一声発生していただ

いてよろしいでしょうか。

多分上のほうのご説明は結構いただいたのだと

思うのだけども、７ページの下のところのケア会

議と関係者会議とか、あとネットワーク・連携の

あたりは、今のお話でいくともう少し追加のご説

明はありませんか。さっきスライド出しただけで

スルーしちゃったので、よければそのあたりどう

かなと思ったのです。

（今村） ケア会議とか、サービス担当者会議と

か、制度上必要なことと、ご本人に必ず入ってい

ただくとか、そういうことも決して共有している

わけではないということを言いたかったというこ
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とと、会議の進行というか、それは実は非常に重

要なわけですけれども、教わっている人はとても

少ないということがあります。

この、よいやり方を学ぶのは、現場で積み重ね

ていくとも言われていますけれども、質の検証と

いうことがやはりとても必要です。これもつなが

れば研修しかないというところが実はあると思い

ます。研修が、講義を聞くというようなイメージ

の研修だとあれかもしれませんけれど、演習的な

ものを積み重ねていくべきというふうに言いたか

ったということがあって、ネットワークや連携も、

つくり方やマニュアルがあるわけではありません

し、あと前提として、自立支援法以後、特にネッ

トワークがなくても困らない事業所がたくさん散

見されるようになった。うちはうちでやっていま

すということで済んでしまう事業所というのが大

変広がったように思っています。そうなると、そ

もそも誰のためのネットワークなのかということ

に立ち返らないと、当事者主体というところには

つながらないのではないかというふうに思って書

きました。そんなところです。

（沖倉） 済みません、突然振りまして。ありが

とうございました。

先ほど休みの間に、もう少し伺えるといいねと

いう話だったんですけど、今お話に出たところも

含めて、高沢副会長のほうから先ほど、都の協議

会でやっている作業というのをご紹介したわけで

すけども、そのこともそうですし、私が実は専門

官とご一緒させていただく機会になったのが、先

ほどの今村さんのレジュメの５ページのところの

国研修に参加したときの衝撃というやつの国研修

に、ここ２年ほど携わらせていただいた中で、こ

ういう機会を得られることになりました。

ですから、国研修が何を目指しているかも含め

て、今のお話のあたりで何かございませんか。

（鈴木） はい。国研修が何を目指しているかと

いうところですが、どこまでお話しできるか、非

常に難しいところもありますけれども、基本的に

は、先ほど福田さんがお話をされたような、しっ

かりと相談ができる信頼できる相談支援専門員さ

んたちを育てていきたいというところが大きなと

ころではあります。その中で、現在は５日間のど

ちらかというと座学と演習という研修が行われて

いる中で、本当に研修でできている部分と、そう

でない部分というのがどうしてもあります。

そうしたときに、研修の中身についてどのよう

な内容をどの程度の日数を増やせばいいのか、方

法をどうしていくかというところをもう一度見直

しをしていかなければいけないと考えています。

ただ、今回、高沢さんたちの協議会でされている

ように、どのような人材が必要で、どのような方

向を目指していくのかということについて、国が

大きな見直しを図っていくとしたときに、研修を

実施する側、受講する側の人たちも、そして、ご

本人さんたちも含めて、共有化していくことも大

切だと思っています。

ですので、先ほど非常にきれいに丁寧にまとめ

られている過程を見させていただきましたが、そ

れがそこで終わらないような形で、受講していた

だける側の人たちにも、しっかりと、伝わってい

くように、できていくといいだろうなと思いなが

ら聞かせていただきました。

（沖倉） はい、ありがとうございます。今一部

でお話しいただいた中で、もう少し聞いてみたい

というところを私のほうからお伺いして、それに

専門官のほうからコメントを頂戴しましたけど、

きょうは、対談と申しましても、先ほど申しまし

たように、専門官のお話を聞くというスタイルに

したいと思っておりまして、レジュメをご用意い

ただきました。２１ページ、２２ページがレジュ

メで、その後参考資料のほうを丁寧におつくりい

ただいております。

今日は時間の関係がありますので、レジュメに

お書きいただいたことを中心にお話しいただきな

がら、参考資料も必要に応じてお目通しいただく

という形にしていきたいというふうに思っていま

す。

今回専門官にお話をいただきたいというふうに

お願いしましたのは、一部のところでも、どのよ

うな人を求めるか、このセミナーのタイトル自体

が「求む！こんな支援者」ですので、それを少し

でも明らかにしていきたいということでお願いを

いたしました。今厚労省で国のお立場としてお仕

事をされておられますので、その立場を余り踏ま

えますと自由な発言ができませんので、皆さんに

はお口チャックしていただきまして、ここで思い

切り発言をしていただけるように、私が引き出す

役を仰せつかったということです。

専門官のレジュメのほうは、今回皆さん、相談

支援専門員の方が多くフロアにおられると思うの

ですけども、その方を中心とした相談支援にかか

わる人に向けてお話をするということなのですけ

ども、こちらのレジュメでつくっていただいた順

番とは逆に進めさせていただいて、２２ページの

４番のところに、まずここにお座りになっていら

っしゃる相談支援専門員を中心とした個々の専門
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職について、専門官が日ごろ思われることである

とか、今回のテーマでいう求めるもののようなこ

とをお話しいただければというふうに思っており

ます。

順番に少しずつ上がってまいりますが、まず個

別のお話を聞いた上で、じゃ、その人たちが所属

する組織、事業所、そしてそれが集まってでき上

がってくる地域、そして都道府県ではということ

で、その順番でお話を聞いていきたいと思います。

まず、個々の皆さんに対してということで。

（鈴木） 余り堅苦しくなるのは苦手なのですが、

立場上堅苦しくならざるを得ないところと、ただ、

先ほど言いましたように、なかなか厚労省の水に

なじめてない自分がいるところも非常に嫌だと思

っています。もともと現場での仕事にずっと携わ

らせていただいてきたので、前の職場でもやはり

だんだん新しい子たちが入ってくると良い所を伸

ばしながらも必要なことは上手に指摘していかな

ければならない立場になっていたということも含

め少しだけ厳しいこともお話をさせていただけれ

ばと思います。自分は、愛知県の方でも県の協議

会の人材育成部会長という中で研修など人材育成

を長く動いてきました。また、わたし自身も相談

支援もさせていただいてきたし、介護保険のケア

マネもさせていただいたり、それこそいろいろ経

験と失敗もしながら、今、この場に就かせていた

だいています。レジメの４番のところに書いてあ

るもので、相談支援専門員として『あなたに』本

当にかかわってもらってよかったって思ってもら

えるかどうかというところが、わたしの中の一つ

の、キーというか軸になっているものです。

わたしがずっと仕事をしてきている中で、施

設であったりとか、相談であったりしていますが、

結局、自分自身がこの人に相談にのってもらいた

いと思えるだろうか、自分の家族も是非この人に

頼みたいと思える人になりたいなと。先ほどの言

葉をかりると、信頼関係とか安心感を含め、この

人、この施設（事業所）になれるかどうかという

ところを自分自身で問い直してみる。それが多分、

皆様方が日ごろ仕事をされている中で常に問いか

けていただく言葉になるのではないかと思ってい

ます。 そのためには、個別の取組として研修受

講や自己研鑽が必要になって来ます。東京都の皆

様方は、本当にすごく人数が多い中で、皆様たち

がものすごく頑張っていらっしゃる、なかなか時

間が取れないというお話を伺ってはおります。先

ほど単価の問題とかいろいろとお話をいただきま

したので、そこはそこでいろいろなエビデンスを

含めながら、最後は国で実施しなければいけない

ことです。しかしながら、その中で、本当にどこ

にどれだけの時間がかかっているかということを

含めて考える必要があります。また、お金をもら

って働くということの中で、さまざまな動きを含

めて、書いたプラン１枚が今の単価だと１万６，

０００円、モニタリングで１万３，０００円とな

っています。それを福田さんにお渡しをして、こ

れだったら１万６，０００円払えるよと言っても

らえるプランを全ての相談支援専門員が提案でき

るかどうかというところが、結構厳しいかもと思

っていて、今は計画全体が自己負担がない中で動

いています、介護保険も同じですけれども、そう

ではない、すべて自己負担だとしたときに、皆さ

ん方も、皆さんが書いたプランを自分や自分の子

供に使うプランだとしたときに、その単価を払っ

てサービス等利用計画を買うかどうか、買えるプ

ランになっているかというところを常に意識して

みていただければと思います。少し厳しいことが

幾つも書いてありますが、常に自分に問い直し、

振り返りながら相談業務を実施していただけると

ありがたいということを書いています。

地域の現場、ご本人さんやご家族さんからは、

地域移行とか、地域定着であるとか、強度行動障

害とか、発達とか、高次脳とか、重症児とか、医

療的ケア児とか、いろいろなところから、相談支

援専門員さんたちがいてくださって非常に助かっ

たという声が聴かれるようになってきました。そ

の一方では、こうした、医療的ケア児などの相談

に乗ってもらえる相談支援専門員さんがどこを探

しても見つからないという声が入ってきたりしま

す。すなわち、こういったところへの対応力も高

めていただかなければいけないのです。

もう一つ、重要なのは、レジメに記載してある

「ＢtoＡ」、ごめんなさい、これは、ビフォー・

アフターということです。サービス等利用計画を

書く前と書いた後の段階、それはすぐに結果があ

らわれないかもしれないけれども、自分が関わっ

ていくことで、ご本人さんの生活が変わるのか、

豊かになるのか、楽しくなるのか、困り事が減る、

役割が増えるとか、わからないですけれども、そ

ういった結果がちゃんと表わされていて、それを

説明できるか。「どのように変わった？」と言わ

れたときに、「もともとは、こういう状況だった

けど、でも、こんなふうに変わってきたよ」と伝

えられるかどうか、これが、サービス等利用計画

の成果となりますから、そこについても気にして

もらえるとありがたいと思っています。
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（沖倉） ありがとうございます。今お話の中に

例えばエビデンスという話がありましたけど、証

拠というか、自分たちが何をしているのかという

ことで、最後のところで「ＢtoＡ」、ビフォー・

アンド・アフターとありましたけど、その「Ｂto

Ａ」、ＢからＡに矢印が行ったときに、その矢印

の中で何が行われたかというのをちゃんと説明で

きるかということですよね。

割と私たちの仕事って、何をしたからこういう

結果が出たというのは見出しにくいとは思うので

すけども、自分たちがしたことで、結果こういう

変化が起きたということがここではできるだけい

いことであってほしいのですが、自分たちがかか

わったことで、Ａ、アフターが残念な結果になっ

たということは防ぎたいとは思いますが、Ｂから

Ａ、ビフォーからアフターになる、この間で何を

しているかということがきちんと説明できる必要

があるのだというふうに思います。

私ごとではございますが、昨年、報酬改定のほ

うに携わらせていただいて同じことを感じました。

というのは、何をしているから、それに関して報

酬が出るということなので、何をしているのか、

先ほど福田さんでしょうか、相談支援って、何を

すると相談支援なのかよくわからないと。このあ

たりが、こちらにおいでになっているかわかりま

せんが、杉並だったかと思うのですけど、杉並の

協議会のほうからもご意見書を頂戴して、基本相

談支援を今後どう報酬体系に位置づけていくのか

というお話もありましたけども、だとすると、基

本相談支援というのは、何をすることが基本相談

支援で、はたまたモニタリングというのは、何を

どの程度することがモニタリングなのかというの

がある程度明らかにならないと、何をやってもモ

ニタリング、何を書いても支援計画、サービス等

利用計画である間は、なかなか報酬に反映されて

いかないのかなという感じがしています。

なので、とてもややこしいこまごました作業な

のですけど、抽象度の高い言葉ではなく、自分た

ちがやっていることをどのように残していくか、

記録していくかということにトライしようとして

いるわけです。

今は、相談支援専門員を中心とした皆さん個々

に関してお話をいただいたのですけど、もう少し

大きな範囲で考えると、相談支援専門員の方が独

立してやっている。１人職場の方が多いのかもし

れませんが、組織に所属していることは事実です

ので、その組織、事業所ではどのようにその方た

ちを支えているのか、あるいは支えていけるのか

というあたりのお話をいただこうと思います。

（鈴木） 先ほどお話ししましたように、たまた

ま今の立場の職場にいると、全国のいろいろな方

々のお話を伺うことがあります。それから、ご本

人さんたちのお話を伺うこともあって、先ほど言

いましたように、本当に制度が変わってきた、相

談支援の方が入ってくださったことによって随分

変わってきたということを伺ったり、非常にお褒

め言葉をいただきうれしい思いをすることと、も

う一つは、何が書いてあるかわからないプランも

あって、「何で」とか、役に立たないと言われる

こともあります。どうしても、いいことよりも、

どちらかというとそういう苦情的な部分の方が耳

に入ってくることが多いのですね。

そう考えたときに、事業所の管理をされていら

っしゃる方たちがいらっしゃるとすると、事業所

の提供するサービスの質として、本当にこのプラ

ン自体で表に出してもいいかどうかというところ

について確認がされるかどうかという、事業所と

して提供する質の責任をどう考えるかということ

です。

それから、もう一つ、自分は１人職場でなか

なか相談できる人も環境もないと伺います。ある

いは、とりあえずいろんな部分で兼務をしていま

す、相談は稼げないからと言われ立場が非常に弱

くて、組織の中では、あれもこれも様々な仕事を

しろと言われていて、もう大変なのですというお

話をよく伺ったりします。

ここには、報酬の話と、事業所として職員をど

のように育てるかという二つの話があります。

まず、東京だとスケールメリットがあり、実は他

より有利だと考えています。先ほど報酬改定のお

話も出ましたけれども、もともとの委託相談で始

まっているところが計画相談を受けられているこ

とが多かったりしていて、委託相談をしながら、

さらには本体の兼務もしながらサービス等利用計

画をつくられているとすると、サービス等利用計

画に本当に関われている時間がどのくらいあるか、

委託費との関係も含めた業務整理の課題であった

り、それから、本当に必要な丁寧な支援するため

にモニタリングの回数、頻度をしっかり見直して

いただきたいというのが一つ。

それからもう一つは、その組織の中で相談支援

専門員さんたちをどのように育てていくかとか、

キャリアアップをどう積ませていくかということ

については、重要な課題だと思っています。前の

職場にいたときもそうですけが、自分たちがどの

ように育って、育てられてきたのだろうとか、そ
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れから、次の人たちをどのように育てていったら

いいのだろうかと、人材の育成については、永遠

の課題として、結構、常日ごろから悩みながら仕

事をしていました。それぞれ、皆様の組織・職場

においても悩まれているかとは思いますが、是非、

もう一度、職場としても考えていただきたいと思

っているし、若い、相談支援専門員の人たちを潰

さないように、やりがいを持ちながら相談業務を

やっていけるような形で、組織としても応援もし

ていただけるとありがたいと思っているところで

す。

そう考えたときに、全国回らせていただいてい

る中で、ある相談支援専門員さんから「鈴木さん、

うちだと毎日車で１００キロ近く走らないと相談

にのれないのです。その中で費用対効果と言われ

ても」というお話をいただいたことがあります。

確かにそうであるとすると、１日に相談にのれる

人数も、かけられる人員も少なくなってしまうか

もしれません。しかしながら、であるとすれば、

地域で工夫をせざるをえないわけです。そこであ

れば、変な言い方ですけども、大きなスーパーが

来ない地域になるわけですから、移動販売車のよ

うな形になりますね。そうすると、市町村行政と

して、直営、あるいは複数市町村や、ひょっとし

たら介護保険の事業所も含めながら工夫をせざる

を得ない地域というのも多数あるかと思います。

でも、ここは東京です。そうした地域も多少あ

るかもしれませんが、基本的には、利用される人

数が多い中で、サービスも多くあり、逆に、選ぶ

中でどことどう調整するかというところに時間が

かかるかとは思います。そのあたりを含めながら、

サービスの質や人材育成などを組織・事業所とし

てどのように取り組むか、何をしなければならな

いのかを含め考えてください。そういう中で何か

ご意見等があればまたおっしゃっていただけると

ありがたいと思っています。

（沖倉） 今幾つかお話がありましたけども、今

回、「求む！こんな支援者」ということで、人材

育成をどう考えるかということがテーマになって

おりますが、これも、私もいろんなところにお邪

魔させていただくとよく出るお話ですけども、事

業所の中の一職員として専門員がいるとなると、

それはサービス管理責任者もそうだと思いますけ

ども、そうしたときに、法人の意向であるとか、

組織の中でがんじがらめになって、はたまた、昨

日まで相談支援をやっていた人が異動で入所の職

員になるとかということをたくさん聞くわけです

ね。

恐らくそれは組織に所属する専門員であるがゆ

えの動きにくさであるとか、デメリットも含めて

おっしゃっているのだと思うのですけど、一方で、

人育てとか、人増やしとかいった場合に、法人で

あるとか組織が、それこそビフォー・アンド・ア

フターですけども、やっていたものを次に続けて

という。先ほど、福田さんでしたでしょうか、当

事者は代わりはいない、だけども支援者は場面場

面によっていろんな人が関わり、しかも、本人の

都合とは全く関係のないところで入れ替えがある

と。ですから、それをきちんと引き継ぐすべを持

っていないと、本当に当事者って大変だなと思う

のですね。

いわゆるケアマネジャーというか、サービスを

調整する相談支援専門員ではありますけども、そ

の結果を請け負うのはやはり当事者の方ですので、

そう考えると、どう引き継いでいくかということ

が一つ課題になるのだろうというふうに思います。

この間交流会にご出席いただいた方は、そこで

も申し上げたのですけども、人を育てるとか、人

に伝えていくといったときに、俺の後ろについて

こい、背中を見て覚えろみたいな時代は終わって、

終わらなきゃいけないのですけど、まだそれも、

もしかしたら続いているのかもしれません。

私は大学の教員ですので、学生を実習先に送り

出すわけですけども、私に教えられた学生ですの

で、やたら質問するのですよね。「これって、ど

うしてこうするのですか」とか、「あなたも自分

で考えてから質問しないさいよ」と言うのですけ

ど、それでも、やっぱりわからなければ聞くわけ

ですよね。そのときに「うーん」と言われて、な

ぜそれをしているのかとか、はたまた、なぜそれ

をしないのかということへの回答がなかなか得ら

れなくてすごく苦しいということを学生がよく言

います。

皆さんは学生ではなくて、後輩を育てたり、あ

るいは同僚同士で育ち合うということですけども、

いずれにしても、やっていることを見て育つので

はなく、それに言葉や説明が伴わない限りやはり

難しいのだろうなと。

そのことを突きつけられた実習をご担当いただ

いた職員の方が、これまた良いことをおっしゃっ

ていただいたのですが、聞かれてどぎまぎしたけ

ど、今まで説明を求められたことがないし、問わ

れたことで改めて自分のしていることを確認した

というお話をいただいて、そう言ってくださる方

がたくさんいると、学生も伸び伸び質問ができる

のですけど、「そんなこと聞いてどうするの」と
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いうふうにも言われたそうです。参考までに。

今は、個から事業所、法人という形ですけど、

それがまた集まってでき上がっている地域ですね。

そのあたりについて、専門官、お考えがあればお

話をいただきたいと思います。

（鈴木） 先ほどから出てきていますが、実際の

ベースはソーシャルワークであり、ケアマネジメ

ントではありますが、サービス等利用計画という

形のものが制度としてでき上がってきたというこ

とです。古い方たちは、ご承知のとおり、もとも

と相談支援事業というのは、人口３０万人に２カ

所、障害別に相談支援事業所、相談支援というも

のをつくり上げていこうとしたという時代があり

ました。

それが、財源の問題も含めて一般財源化をされ

て、委託の事業所がそれ以上そんなに増えていか

ない中で、こういった制度が、ようやく個人個人

に支援をしていくことで個別給付化というところ

まできたということです。なぜかというと、その

地域に住んでいらっしゃる全ての人たちに相談支

援専門員さんたちが寄り添うことができるように、

その声が拾えるような仕組みをつくり上げるとい

うところまではようやく来たというところです。

ただ、その業務内容とか、それから単価設定と

か、委託とか、基幹とかとの役割・機能の整理を

どうするかというところでは、まだまだそれぞれ

の地域によって課題になっているところが多く残

っているということは十分承知をしているところ

ではあります。

一方で、このサービス等利用計画という仕組み

ができていく中で、先ほども７年前から考えなが

らやってくる時間があったのではないか、それは

多分、皆さん方の個人個人というところの話では

なくて、そこは地域、行政というところ、それか

ら事業者さん、あるいは相談支援専門員さんたち

を含めて、それからご本人さんたちと、どうやっ

て自分たちの地域にいらっしゃる障害をお持ちの

方たちの相談にのっていく体制をつくっていくこ

とが必要か、そのためにはどのくらいの相談支援

専門員さんたちの人数が必要か、いつまでに何を

どういうふうに役割分担をしていくかということ

の検討、考えていく過程が実際には必要なのです

ね。

それが早い段階から実施されてきている地域と、

そうでない地域では、地域間格差が開いてきてし

まっているということと、ただ、一方、とても今

の状況ではできない、あるいは離島でできないと

か、いろんな地域、個別の事情があるので、個々

の自治体の取り組み方法や工夫については、それ

ぞれでしっかりと考えていただくということがと

ても重要だと思っています。だからこそ、地域の

協議会というものがあったりします。

ですから、一つ目の○で書いてある相談支援体

制とか機能とか役割の整理というのは、うちは基

幹は要らない、ほかのところの市区町村と一緒に

やればいいという形になるかもしれない。先ほど

言ったように、うちは山の奥にある村なので、行

政もかかわらないと仕組みにはならないので、こ

ういう形じゃないとできない、でも、うちの市町

だったらこういう形ができるということを考えて

いくこと、実践していくことが重要なのです。

済みません、この中に「子育て支援」と書こう

としたやつが「支念」と書いてあるので、ちょっ

と直しておいていただきたいのですけれども、何

か子育てを念じているわけではないのですが、こ

れをまずはつくっていく。自治体として検討され

ているかどうか。それも自治体だけではだめだし、

事業者だけでもだめだし、ご本人さんたちだけで

もだめで、三つの人たちが一緒になりながら考え

ていけているかどうかというところが大きいので

す。

そこで集まっていただく中で、連携とか、情報

共有とか、地域とか、何のためにそれをやってい

くかということが共有化できているかどうか。お

互いに石を投げ合っていても、多分、市区町村さ

んにとっても、国にとってもそうですけれども、

潤沢過ぎる財源があればいいのですが、そうはな

い中でどのように工夫をするかというところはど

うしても必要になってきてしまいます。

とすると、どういうふうに自分の市区町村の中

で支える仕組みをつくっていくかということと、

もう一つは、協議会ができたことの中で、多分、

協議会が活性化してくると、インフォーマルなサ

ービスも含めながら、いろいろな社会参加の場も

できてくるのですね。よく聞いていくと、市区町

村でどんなものが足りなくて、何が欲しいかとい

うと、障害の方たちが集まれる場というのが結構

出てくるのですね。

わたしはこちらに来させていただいたので、今

回、東京都の研修と横浜の研修の見学をさせてい

ただきました。東京都さんの研修のすばらしいと

ころは、先ほども出ていましたけれども、ご本人

たちが必ずその研修会の中に入っているというこ

とが非常にすばらしいなと思っています。

ただ、もう一つは、この協議会のところで、レ

ジメにもビフォー・アフターが書いてありますけ
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れども、インフォーマルなサービスを如何につく

っていくかということ、どういう工夫をしていく

か、それから先ほど言いましたように、協議会で

話すということは、一人一人のニーズを吸い上げ

ていくことで市区町村として何が足りないかとい

うのが見えてくる話になりますので、そういう吸

い上げる仕組み、ボトムアップの仕組みがあるか

ないかというも重要になってきます。

ですから、地域の体制ができたかどうかという

ところ、それから、さっき言った協議会ができた

ことで随分変わってくることがあるので、そこに

ついても何がどう変わってきたかというのが見え

る化が必要です。

ここで、なぜ見える化とかビフォー・アフター

と言っているかというと、先ほどのエビデンスの

話にもどるのですが、協議会の活性化をするため

に予算を何とかしていこうとするのですけれども、

「協議会って形骸化しているところも結構あるけ

ど、本当に予算要るのか」と言われるのですね。

一方では、活性化してこんなにできているところ

があるということを見せていくということが重要

なので、その情報としても私たちのほうも欲しい。

ただ、形骸化しているとすると、なぜ形骸化して

いるかというところも、まずは、自己点検ですが、

ひょっとしたら、都道府県の部分になってしまい

ますけれども、アドバイザー事業であったり、い

ろんなことを含めながら、その市区町村をどうす

るかということも考えていく必要があるかなと思

っています。ということがここに書いてあります。

（沖倉） ありがとうございます。これに関連し

て申し上げれば、以前の交流会だったと思うので

すけども、基幹相談支援センターについて、皆さ

んでご意見をいただいたり、意見交換をしたとき

に、基幹相談支援センターがあるところに、「い

いな、いいな」とないところの参加者の方がおっ

しゃっておられたのですけど、いろいろよく話を

聞いてみますと、基幹相談支援センターというと

ころができ上がると、そこにはスーパーマンのよ

うな人がいて、自分たちができないことを全て解

消してくれるというような、何となく夢物語のよ

うなイメージがおありになって、「今ないから困

っているんだよ、そういうところが」という声が

結構聞かれました。

まだ設置率が高くないので、基幹相談支援セン

ターがあるところのほうが少ないのかもしれない

のですけど、そのときに、実はないからできない

のかというと、協議会を私は都をお預かりしてい

ますけども、いろんな地域の協議会のお話などを

聞きますと、それが実際機能を果たしていたり、

ですから何と申し上げたらいいのでしょうか、中

核機関として、もちろん基幹相談支援センターが

相談支援センターとしての役割を果たすことは重

要なのですけども、今持っている資源とかネット

ワークの中で行われていることというのはかなり

あって、そのことに改めて気づくことは重要だろ

うなというふうに思いました。

人を育てるときに、スーパービジョンというの

をよく言いますよね。またこのスーパービジョン

という言葉もキーワードであって、抽象度が高く

て、「スーパービジョンしよう」「受けよう」と

言うのですが、じゃ、中身は何なのかというあた

りがまだなかなか明確になっていないと思います。

これもまたスーパーバイザーというとても有能

な人がおられて、その人に何か相談すると、いろ

いろ滞っていたことがきれいにスムーズに支援が

行われるようになるというような、どこかやはり

そういうものがあるようなのですけど、そういう

人がどこにいるのか探そうとすると、とても大変

です。

それで、協議会で今皆さん工夫されているとこ

ろとしては、特に相談支援専門員の人は単体で、

１人職場であるとか、複数でも２人ぐらいしかお

られなくて、研修に行くことが難しかったり、あ

るいはそれぞれで、意見交換をしながら自分たち

のやっていることを検証していくというのはなか

なか難しいので、そういったときに、協議会の中

で実践を報告し合う中で、見えてくるものもある

だろうという実践がいろんなところで始まろうと

しています。

ですから、協議会があることで地域がビフォー

・アンド・アフターでどう変わったかというのを

都の協議会のほうにもぜひお知らせいただきたい

というふうに思っています。

今お話はもうあったのかもしれませんが、上が

ってきたところで、私もちょっと耳が痛いし、つ

らいのですが、都のレベルの協議会や都道府県と

してできることは何かというあたりをお願いしま

す。

（鈴木） 多分、東京都というところが、ある意

味、外から見ても、皆さん方が自分たちから見て

も、これだけの人口規模を含めてほかに類を見る

ところがないですね。だから、どこか並列的に学

ぶということがなかなか難しいところだとずっと

思っています。

ただ、一方で、区、市、町というところになっ

ていくと、そこの中でどういうふうに仕組みをつ
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くるか。ほかのところとも絡んできている。絡む

というのは、周辺地域だと、市と市の境目に何か

塀が立っているわけではないので、関係ないとこ

ろはあるのですが、それはどこでも同じだとは思

っているので、どのように分化、地域割りをさせ

ていくかというのはあろうかと思いますが、ただ、

全体を都のみの段階でコントロールしていくとい

うことは難しいかなというところは一方でありま

す。

それから、例えば研修体制をやろうとしても、

かなりの人数を実施していかなければいけないと

なると、その受け皿となるところ、会場を探すと

いうこともかなり厳しいところはあるかと思いま

すけれども、ただ、それでもその中でどのように

していくか。

何かというと、都道府県内の市区町村格差とい

うのがなぜ生じているかというところは、確認を

したりとか分析をしたりする必要があると思いま

す。先ほど、何とか区というところはこんなこと

が動き始めたよ、何とか区というところはこんな

ことが動き始めたよ、でも、何とか区というとこ

ろは何も動いていないのだねというところは、よ

ほどアンテナを張っていないと耳に入ってこない

ところだと思います。

とすると、その工夫をしている部分をちゃんと

見えるような形にして発信をしていく、どのよう

に工夫できるか、まねすることができるかという

ことは、都道府県単位で実施をしていくことだと

思います。先ほどの都の研修体制の仕組みという

ところで、平成２０年当時に国研修に行ってみた

らちょっとショックを受けたというお話があった

のですけれども、とすると、ここまで、２０年か

ら２７年まで年数が経過している中で、少しずつ

多分変化をしてきていると思いますが、それが安

定して成長し続けられる仕組みになってきている

かどうかというところも、見直していく、押さえ

ておいて欲しいと思います。

ですから、各地域の協議会の連絡会とか情報交

換会であったりとか、それを見える化をし、比較

し、まねられるようにしていくこと、ひょっとし

たら、そこでちょっと遅れてしまっているところ

についていうと、上手にアドバイザー的な事業を

使い、外の支援も受け入れながら、どういうふう

にしたらいいかということを一緒に考えていける

ような人たちとネットワークを組むなど、自治体

の本気度次第かと思っています。

各市区町村は外部との比較にさらされ、本人さん

達や関係者、住民の目が入ること嫌かも知れませ

んがとても大切です。

やることが物すごくあり過ぎてしまっていて、

これ以上できないよねというところも一方ではあ

るかと思いますけれども、それでもやってきてい

る市区町村は多くあるわけで、何を工夫してやっ

てきていて、どうして差がついてきているのかと

いうのはやはり見てみる分析してみる必要がある

と思います。

ひょっとしたら、１人の人たち、１人の相談

員さんたちに負荷がかかり過ぎてしまっていて、

あるいは、ひょっとしたらネットワークというも

のがなかなかうまくつくり切れていない部分があ

ったりとか、あるいは、１人が抱え込んでしまい

過ぎている中でできない部分もあるかもしれない。

それらをどういうふうにしていくかというのが、

先ほどの連携であったり、ネットワークであった

り、仲間づくりであったりということになるかな

と。酒を飲めと言っているわけではなくて、でも、

顔が見える関係性は必要だというふうに思ってい

ます。ただ、これは都レベルでは大きすぎるため、

区レベル、ただし、研修の講師陣や各区の協議会

のコアな所が都になるのではないでしょうか。

変な話ですけれども、相談支援専門官をしてい

ると、いろんなところからいろんな団体がお話を

しにこられます。こんなことをしてほしい、あん

なことをしてほしいというのが来られるのですね。

来られて、状況が伝わるか、伝わらないかという

ところ、自分たちで行くと、いろんなところを見

させていただいたりとか、教えてもらったりして

いく中でやる部分と、もう一方では、来ていただ

きながら、いろんなことをお話ししていただいて

いるところと、そうでないところは、どうしても

情報がなかなか入りにくくなってくると、安定し

てちゃんとできているのではないかと思えてしま

うところがあります。

一人のある県の方は、わたしがまだ２年たって

いない中で、来るたびに名刺を置いていってくだ

さって、ご挨拶してくださるのですけれども、名

刺８枚目になったからもういいですよ、大丈夫で

すと言っても、いやいや、でも名刺は必要だから

と、置いていってくださる方がいます。でも、そ

れが、話をしたり聞いたりする機会となっていま

す。石を投げたり、無理に何かしても、ガードが

固くなってしまうので、ちゃんと話ができるかど

うかというところは必要かなと。もともとの当初

の運動で勝ち取ってきているというところはあっ

て、そうじゃなければ進まなかったというところ

もあるし、今もそういうところもあろうかと思い
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ますが、そうでない部分でできることというのも

あるかと思いますので、それは多分、地域地域で

実践されていると思いますので、それがうまく都

道府県なんかにも伝わっていって、都道府県も発

信ができるといいと思います。

（沖倉） ありがとうございます。都のレベルで

いくと、自立支援協議会にのべられることも大変

多いかと思うのですけども、今の専門官のお話の

中で出てまいりました、それぞれの自治体がおや

りになっている、自治体の地域の協議会がおやり

になっていることをどうやって共有するか。その

共有のお手伝いをするのが都の協議会の役割だと

いうふうに思っています。

今回のこのセミナーもそうです。セミナーは、

残念ながら、こちらが一方的にお話ししたり、お

伝えすることが多くなるのですけども、交流会な

どをさせていただいたり、あともう一つは、これ

から皆様にお願いをすることになるのですが、こ

こ数年、動向集というのをつくっております。

各地域の自立支援協議会がどんなメンバーでど

んな活動をしているか。もう数年たっているので

すけども、私がお預かりしてから考えるに、どん

な人が例えば年何回どんなテーマで話し合ってま

すだけが今のところ共有されていますので、今年

度はできるだけ人材育成のことも含めて、具体的

な取組や成果をお出しいただければということで、

これからお願いをさせていただこうと思っていま

す。

ただ、これも、言ってしまいますけど、非常に

協力的に回答をくださるところと、それを読んで

も何かよくわからない地域とか、具体的に言って

ないからいいですね。そういうところかございま

して、あと、ご協力できませんという回答を頂戴

するところもあります。

そうすると、それを除いて掲載するわけですか

ら、来なかったところというのはご回答いただけ

なかったということがわかるので、おのずと皆さ

んが読めばわかる状態にはなっているのですけど

も、どういったらいいですかね、自分たちのエリ

アではこのことに関して書くことがないというこ

となのか、どういうふうに評価したらいいのかわ

からないのですけど、これもまた同じことを今日

はずっと繰り返し言っていますけども、具体的に

ご自身たちのおやりになっている地域の協議会の

活動の説明をする。しかも、あえて申し上げます

が、余りいい言葉じゃないかもしれないですけど、

手のうちを見せ合うと言えばいいのですかね。

どうしても、これやってます、あれやってます

というのが多くなっちゃうのですけど、それをど

のような目的で、どのようなところに悩みながら

やっているのかというのを、やっぱり裏話という

か、裏情報をちゃんと伝え合って、それ超えるす

べをみんなで考えるというのが大事だと思います

が、それを都協議会だけでやるのはなかなか厳し

いなといつも思っています。

それともう一つは、先ほど高沢副会長からも経

緯をご説明させていただきましたけども、今やっ

ている協議会の活動というのは、都の協議会での

一つのフォーマットの中に皆さんがおやりになっ

ているお仕事の具体を入れていくという作業は、

実は都の協議会でやるのはもう限界なのです。

というのは、私、毎回ここの会などのご挨拶や

いろんなところの文章に書くのですけども、たま

たま我々が都の協議会の委員ということを便宜上

仰せつかっただけでありまして、都の協議会のメ

ンバーというのは、各自治体の皆様も含めて、東

京都で、もっといえば、本当に大きくいえば東京

都民全部なのだけど、特にこの業務に関心を持ち、

かかわりという人たちが、皆さんが都の協議会の

委員だと思っているのですね。便宜上まとめねば

ならぬし、全員集まってなど語れないので、我々

がお預かりしているだけの話だと思っているので

す。ですから、今やっている作業をぜひ皆さんの

地域の協議会でもしていただいて、そのフィード

バックが頂戴できればというふうに思っています。

実は、夏の交流会のときに初めてこれを皆さん

にご紹介いたしまして、時期的にもよくなかった

のか、余り多くの皆さんにお集まりいただけなか

ったのですが、その中から二つ、三つの自治体の

皆さんは、その地域協議会で、このフォーマット

をもとにお話し合いをしてくださったそうで、そ

れを頂戴したりしています。

都の協議会ができることというのは本当に多く

なくて、ただ、いただいたご意見はぜひ大事にし

たいと思いますし、それと、皆さんのお仕事のバ

ックアップですし、我々がそれを少しまとめた形

で伝えるべきところに伝えていくという作業がで

きればいいなと思っていますので、改めてここで

ご協力をお願いしたいというふうに思っています。

何だか対談ともつかぬおしゃべりをしてきたの

ですが、時計を見ていただくとあと１０分ほどで

終わりになるのです。本来皆さんに質問を受けた

いのは本当に山々ですが、ここでお渡ししますと、

１人聞いて終わりになるので、聞きませんが、ぜ

ひアンケート用紙をお書きいただきたいと思いま

す。お一人お一人に回答することはできませんが、
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それをきちんと整理をして、本会議の議論に上げ

る予定でいます。

そういった意味でいうと、最後に専門官から一

言いただこうと思っているのですけど、私のほう

から最後申し上げるとすると、事前通信欄のとこ

ろに１００を超えるご意見をいただいているので

す。ここにお願いしたのは理想の人材像というか、

相談支援にかかわる人にはこうあってほしいとい

うことを書いていただいたので、どうしても抽象

度の高いのがたくさん出てきたのです。

ただ、全体の傾向を考えたときに、両面を持っ

ているなということなのです。どういうことかと

いうと、一つは、利用者の方個々人に対してアセ

スメントをするというすごく小さな範囲でのお仕

事。それと同時に、制度や社会資源に精通してい

て、それを地域の中で役立てていくこと。そうい

う小さいことと大きいことという両面性がありま

す。また、これも当たり前のことなのですけども、

基本的な知識や技術を持つということと、はたま

たそれだけにとらわれない応用力を持つこととお

書きになっているのですね、皆さん。

それと、本人の希望と本人の利益がずれたとき

にどうしようかとか、あるいは、行政が設置した

枠と、ご本人の希望や現実がずれた場合、そのず

れの調整をするのに苦心しているということが書

かれておりました。

何を言いたいかと申しますと、今都の協議会で

させていただいている皆さんが日ごろ何をされて

いるか、あるいは何をしたいのに難しくてできな

いのか、そのあたりのことを明らかにはしていく

のですが、恐らく、それをしたことでマニュアル

はできないと思うのですね。

というのは、非常に矛盾した両者がここで書か

れているわけですよ。きちんと基本を学んで、そ

れに基づいて仕事をすることと言いながら、それ

だけでは無理で、応用ができること。ですから、

両面を持っているので、これはちょっと言葉遊び

かもしれませんが、マニュアルというのはハウツ

ーであって、そのとおりにするとそういう結果が

出ますと。そういうものができたらいいですよね。

欲しいですよね。私も欲しいです。だけど、多分

そこというのは難しくて、この多様性があるお仕

事の中で、本当に言葉遊びですけど、ガイドライ

ン、何か困ったときに考えるヒントになることが

いっぱい転がっているものしかつくれないのだと

思うのです。

ですから、今、協議会のほうで、都のほうでま

とめていきたいなと思っているのは、皆さんのご

経験や、あるいは経験したいのにできないことも

含めてお寄せいただいて、それぞれの相談支援の

業務の中で、何ができて何ができていないか、そ

れを具体的に把握していって、例えばエンパワー

メントをするというのはこういうことなのだとい

うことが積み重なっていけばいいなというふうに

思っています。ぜひこれからも皆さんのご協力を

いただければと思います。

今、何となく現状の苦しいところとか厳しいと

ころも含めてお話をしてきたのですけども、今後、

３年後、５年後、１０年先に目指すべきものとい

うか、目指してほしいものということを最後にお

話しいただければと思いますが、いかがでしょう

か。

（鈴木） ごめんなさい。言いたい放題言い放し

で申しわけないところがあるかと思っています。

ただ、先ほど言いましたように、まるっきり現場

を知らずに机上の理論だけでお話をしているわけ

ではないというところと、ただ、一方で、今の現

状の中で動かなきゃいけないというところでの葛

藤の中で動いているところはあります。

個人的には、ちゃんとこの相談支援というもの

が仕事として成り立っていくようにしたいと考え

ているのが一つと、であるとすれば、誰でもでき

る仕事ではなくて、ちゃんとプロとしての質・技

術や知識をもって仕事をしていかなければいけな

いと考えています。

皆様も、お忙しい中で、なかなか色々な情報を

集めることが難しかったりするところがあるかも

しれないですが、先ほどの中でも、社会保障審議

会の障害者部会３年後の見直しと言われているも

のが、多分今度１２月の１４日、来週の月曜日が

報告書の最後の修案が出されることになるかと思

います。

というのは、そこにいろいろな課題から今後の

方向性みたいなものが書かれています。前回、１

２月４日に出されたものに若干修正がかけられて

出ています。大きな方向性は、そこに数行で書か

れているものを読み込むとか読み取るということ

になります。是非、一度読んでいただけるとあり

がたいなと思っています。

相談支援に関していうと、ある意味一つの団体

として日本相談支援専門員協会さんというものが

でき上がったことによって、障害者部会の委員さ

んにも入っていただいています。現場の意見等を

そこでいただいていたりしています。そうすると、

基幹の重要性であったりとか、キャリアパスの中

で自分たちが目指すべきものをどういうふうにし
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ていくかというところがもう少し見える形にでき

ないか、意見を踏まえながら、制度の中に組み込

んでいくことを検討していくような形になってい

くのかと思っています。

先ほどの中で、この人に相談を任せたいと思え

る人になっていただける、自分自身もそれを目指

していきたいというふうに思っている中で、相談

の最初、ご本人さんと関わるときって、長野の福

岡さんなんかも言っていらっしゃったりしますが、

本当に、お見合いの最初のような気がしています。

お互いに会う場面設定をしたのに、後から「ごめ

んなさい」と電話がかかってくる相談支援専門員

さんは絶対だめだなと思っていて、お友達からで

もと言っていただけるように、まずならなきゃだ

めなのかと思っています。

多分そこには容姿端麗とか余り関係ないと思い

ますので、そこは置いといたとしても、わたしは

前の職場にいたときに、指名制度があって、そこ

にお金が入ってもいいじゃないかと思っていた時

代があるぐらいなのですが、制度としては、なか

なかそうはいかないところがありまして、ただ、

そういったことを私たち自身も目指していかなけ

ればいけないし、５年先、１０年先の相談支援専

門員さんというのがどうあるべきか、皆さん自身

も描いていただき、そうした意見についても、皆

様の中でも議論をし、語り合っていただいた上で、

言っていただけるとありがたいなと思います。整

理をし、まとめた意見を投げていただくというこ

とも必要だろうなと思います。それらを含め、私

たちの方も次へ、次へ、何かできること、取り入

れられること、本人支援につながることはないだ

ろうか、と考えていきたいと思っています。

そこには皆さんの働く喜びであるとか、自分たち

のポテンシャルも、ご利用者さんのポテンシャル

も含めて全体で前に進んでいける、伸ばしていけ

るかということもあろうかと思います。忙しく、

しんどい思いもしながら、その中で本当に頑張っ

ていただき、とても感謝いたしております。そう

した実践の中で、いろいろ困っていることもあろ

うかと思いますが、それらを地域の中で、自治体

とあるいは相談支援専門員さん同士でも共有し工

夫を含めさらなる高見を目指したいと考えていま

す。そうした意味においても色々なご意見等をま

た上げていっていただけるとうれしいなと思って

います。

何もかもができるわけでもなく、その中でわた

しが伝えられることもできるだけ頑張って伝えて

いきたいと思いますし、仕組みの中に入れ込める

ものは入れ込んでいきたいとも思っていますが、

力不足もあったりするかもしれませんけれども、

これからも、皆さんとご一緒に相談支援専門員の

あり方を考えていければと思っていますので、こ

れからもどうぞよろしくお願いをします。

以上です。

（沖倉） それでは、お預かりしたお時間のほう

がもう間もなく終了になります。一部から続きま

して、話題提供に福田さん、今村さん、丁寧にご

発言をいただきましたので、そこを踏まえて、専

門官に感想などをいただきながら進めてまいりま

した。少しでも皆さんのこれからのお仕事にお役

に立つことが一つでもあれば幸いです。

ぜひ最後アンケートをお願いいたします。それ

と、そこに三つの枠がありますが、できるだけ具

体的に書いていただけると。先ほどの連携をとる

には、飲めばいいというものではないですけどと

おっしゃっていましたけど、私もそうは思います

が、いつもやっている連携のスタイルというのは

何なのかというのを具体的に教えていただければ

と思います。

皆さんのご協力をもちまして時間どおり終了し

ました。どうもありがとうございました。専門官、

ありがとうございました。


